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火
山
地
帯

に
立
地
し
て

い
る
鹿
児
島

県
の
川
内
原

発
は
、
世
界

る
に
も
関
わ
ら
ず
、
ウ
ソ
を
並
べ

立
て
て
原
発
を
再
稼
働
さ
せ
た
い

の
は
、
原
発
が
核
兵
器
の
素
プ
ル

ト
ニ
ウ
ム
製
造
装
置
だ
か
ら
で
す
。

戦
争
を
で
き
る
国
と
原
発
再
稼
働

は
リ
ン
ク
し
て
い
ま
す
。

　

フ
ク
シ
マ
の
教
訓
の
一
つ
は
、

地
域
住
民
の
防
災
計
画
・
避
難
計

画
で
す
。
ま
と
も
な
避
難
計
画
を

つ
く
る
こ
と
が
可
能
な
原
発
は
日

本
に
は
存
在
し
ま
せ
ん
。

　

原
発
再
稼
働
の
強
行
は
断
じ
て

川内原発再稼動阻止
さようなら原発
全国大集会＆大行進

〈日　時〉９月 23 日（火）
〈場　所〉代々木公園

（野外ステージ付近）
＊ 12：30　大集会
＊ 14：30　大行進
（３つのデモコース）

〈集　合〉東京清掃の旗の下に
集合してください。

川
内
原
発
を
再
稼
動
す
る
な
！

「
さ
よ
う
な
ら
原
発
★
全
国
大
集
会

＆
大
行
進
」
に
参
加
し
ま
し
ょ
う

９月 23 日
代々木へ

と
原
発
再
稼
働
を
推
し
進

め
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
と
も
な
エ
コ
ノ
ミ
ス

ト
は
「
原
発
停
止
の
影
響

は
一
部
に
す
ぎ
ず
、
貿
易

収
支
悪
化
の
主
因
は
円
安

と
原
油
価
格
高
騰
、
日
本

の
原
油
購
入
体
制
の
弱
さ
」

に
あ
る
と
指
摘
し
て
い
ま

す
。
原
発
は
火
力
発
電
な

ど
よ
り
発
電
コ
ス
ト
が
高

い
こ
と
も
証
明
さ
れ
て
い

一
危
険
な
原
発
の
一
つ
で
す
。

　
「
原
発
ゼ
ロ
で
電
力
が
不
足
し
市

民
生
活
に
影
響
」
の
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
に
失
敗
し
た
安
倍
政
権
と
財
界

は
「
貿
易
収
支
悪
化
の
元
凶
は
原

発
停
止
」
と
経
済
的
理
由
を
あ
げ

て
、
川
内
原
発
を
皮
切
り
に
次
々

許
せ
ま
せ
ん
。
暴
走
す
る
安
倍
政

権
に
対
し
、
全
国
か
ら
「
さ
よ
う

な
ら
原
発
」
の
声
を
突
き
つ
け
る

た
め
、
９
月
23
日
に
「
全
国
大
集

会
＆
大
行
進
」
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

ま
だ
暑
さ
が
残
る
時
期
か
と
思

い
ま
す
が
、
全
日
制
市
民
と
し
て
、

体
力
と
気
力
の
許
す
範
囲
で
、
積

極
的
に
参
加
く
だ
さ
る
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

福島原発事故から３周年
３.15 キャラバン＆集会

巾着田のヒガンバナ
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単
独
機
事
故
と
し
て
世
界
最
悪

５
２
０
人
が
犠
牲
に
な
っ
た
85
年
日

航
機
墜
落
事
故
か
ら
29
年
が
経
過
、

今
年
も
８
月
12
日
に
「
御
巣
鷹
の

尾
根
」
へ
の
慰
霊
登
山
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
し
か
し
、「
事
故
原
因
」

は
闇
に
閉
ざ
さ
れ
た
ま
ま
で
す
。

　
「
事
故
調
」
は
、「
後
部
圧
力
隔

壁
が
崩
壊
、
垂
直
尾
翼
が
機
体
か

ら
離
脱
し
た
」
こ
と
が
墜
落
の
原

因
と
報
告
し
ま
し
た
。

　

こ
の
「
隔
壁
崩
壊
」
説
に
多
く

の
専
門
家
か
ら
疑
問
が
出
さ
れ
ま

し
た
。
７
千
m
付
近
で
隔
壁
が
崩

壊
す
れ
ば
生
じ
る
急
減
圧
の
形
跡

が
全
く
な
い
か
ら
で
す
。
こ
れ
に

対
す
る
合
理
的
な
説
明
は
さ
れ
て

い
ま
せ
ん
。
ま
た
、
必
ず
公
開
さ

れ
て
き
た
ボ
イ
ス
レ
コ
ー
ダ
ー
は

こ
の
事
故
に
限
り
公
開
さ
れ
て
い

ま
せ
ん
。
よ
ほ
ど
ま
ず
い
こ
と
が

記
録
さ
れ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
。

　

事
故
の
再
発
防
止
は
事
故
原
因

の
徹
底
的
究
明
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

政
府
、事
故
調
、

日
本
航
空
は
早

急
に
真
相
を
明

ら
か
に
す
べ
き

で
す
。（
戸
枝
）

　

７
月
30
日
、
都
庁
職
員
退
職
者

連
合
会
（
都
庁
退
）
の
学
習
交
流

会
が
都
庁
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

講
師
は
自
治
退
事
務
局
次
長
の

中
西
さ
ん
、「
医
療
・
介
護
総
合
確

保
推
進
法
の
問
題
点
と
、
地
公
退
・

自
治
退
の
今
後
の
運
動
課
題
」
を

テ
ー
マ
に
し
た
講
演
で
し
た
。
主

な
内
容
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

　

高
齢
化
が
世
界
に
例
の
な
い
形

で
進
み
、
10
年
後
に
は
高
齢
化
率

が
33
％
を
超
え
る
。

　

名
古
屋
高
裁
認
知
症
列
車
事
故

の
判
決
は
ひ
ど
い
。
84
歳
の
配
偶

者
を
監
督
義
務
違
反
と
し
た
が
、

こ
れ
で
は
在
宅
介
護
は
不
可
能
。

認
知
症
は
社
会
的
リ
ス
ク
だ
。

　

高
齢
者
の
貧
困
率
が
上
昇
し
、

住
宅
が
な
い
高
齢
者
の
漂
流
化
現

象
が
起
き
、
甚
だ
し
い
例
と
し
て
、

刑
務
所
が
老
人
福
祉
施
設
化
。

(1)
要
支
援
の
市
町
村
事
業
移
行

　

反
対
が
強
く
、
訪
問
介
護
と
通

所
介
護
の
み
移
行
し
た
が
、
軽
度

者
の
切
捨
て
に
つ
な
が
り
、
地
域

格
差
が
拡
大
す
る
こ
と
は
確
実
。

(2)
特
養
ホ
ー
ム
入
所

　

要
介
護
３
以
上
に
限
定
で
、
ま

す
ま
す
狭
き
門
に
。
高
齢
者
を
貧

困
産
業
の
餌
食
に
す
る
。

住
費
補
助
の
補
足
給
付
は
、
預

貯
金
が
単
身
１
千
万
円
、
夫
婦

２
千
万
円
以
上
は
対
象
外
に
な
り
、

資
産
調
査
が
行
わ
れ
る
。

(1)
改
正
介
護
保
険
法

　

高
齢
者
が
在
宅
で
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
居
住
の
場
を
確
保
で
き
る

よ
う
に
す
る
た
め
、
地
域
に
お
け

る
ケ
ア
体
制
確
立
と
介
護
労
働
者

の
処
遇
改
善
の
取
組
み
を
強
化
す

る
。
財
政
対
策
は
、
介
護
保
険
加

入
を
現
行
の
40
歳
以
上
か
ら
全
社

保
加
入
者
に
拡
大
し
、
社
保
加
入

条
件
を
緩
和
さ
せ
る
。

(2)
介
護
報
酬
改
定

　

夏
ま
で
ヒ
ヤ
リ
ン
グ
、
秋
か
ら

具
体
的
議
論
。
来
年
１
月
改
正
案

へ
向
け
大
幅
ア
ッ
プ
を
求
め
る
。

(3)
市
町
村
・
都
道
府
県
計
画

　

自
治
体
交
渉
の
た
め
の
モ
デ
ル

例
を
つ
く
り
、
交
渉
を
強
化
す
る
。

　

市
町
村
の
計
画
策
定
過
程
に
参

画
す
る
地
域
運
動
を
進
め
る
。

８
月
12
日
に
お
も
う

地
域
・
在
宅
の
暮
ら
し
を
支

え
る
介
護
保
険
制
度
の
改
善

と
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
と
し

て
の
老
人
保
健
法
の
復
権
を

都庁退
学習会

(3)
利
用
者
負
担

　

保
険
料
は
応
能
負
担
、
利

用
も
応
能
負
担
に
な
り
所
得

１
６
０
万
円
以
上
は
２
割
に
。

(4)
補
足
給
付
要
件

　

施
設
利
用
者
の
食
費
・
居

中西講師

高
齢
者
福
祉
を
め
ぐ
る
状
況

改
正
介
護
保
険
法
の
問
題
点

今
後
の
取
組
み
３
つ
の
課
題
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７
月
30
日
、
都
庁
退
学
習
交
流
会
が

都
庁
で
開
催
さ
れ
、幹
事
８
名
参
加
。

学
習
会
の
内
容
は
別
記
の
と
お
り
。

▼
７
月
30
日
、
都
庁
退
学
習
交
流
会

終
了
後
、
都
庁
で
第
４
回
三
役
会
と

第
１
回
企
画
部
会
を
開
催
。
核
兵
器

廃
絶
署
名
、
新
春
の
集
い
の
日
程
、

秋
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
実
施
案
を

確
認
。
▼
７
月
31
日
、
戦
争
を
さ
せ

な
い
１
０
０
０
人
委
員
会
主
催
の
集
会

が
全
電
通
ホ
ー
ル
で
開
催
。
４
名
参

加
。
▼
８
月
８
日
、
都
退
協
定
期
総

会
が
都
庁
で
開
催
さ
れ
、
代
議
員
と

し
て
戸
張
副
会
長
と
庄
司
事
務
局
長

が
参
加
。
内
容
は
別
記
の
と
お
り
。

▼
８
月
15
日
、
戦
争
犠
牲
者
追
悼
・

平
和
を
誓
う
集
会
が
千
鳥
ケ
渕
戦
没

者
墓
苑
で
開
催
。
４
名
参
加
。
▼
８

月
29
日
、
自
治
退
都
本
部
幹
事
会
が

自
治
労
都
本
部
で
開
催
さ
れ
、
庄
司

事
務
局
長
と
小
林
事
務
局
次
長
が
参

加
。東
交
退
と
の
組
織
統
合
が
確
定
。

▼
９
月
１
日
、
第
５
回
三
役
会
を
清

掃
会
館
で
開
催
。
秋
の
親
睦
旅
行
と

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
募
集
要
項
、
当

＊
７
月
15
日
の
第
１
回

幹
事
会
以
降
９
月
１
日

の
第
５
回
三
役
会
ま
で

▼
７
月
30
日
、
都
庁
退

役
員
会
が
都
庁
で
開
催

さ
れ
、
庄
司
事
務
局
長

と
岩
渕
会
計
監
査
が
参

加
。
自
治
退
都
本
部
組

財
問
題
等
を
検
討
。
▼

退職者会
活動日誌

面
の
財
政
運
営
方
針

等
を
検
討
。
▼
事
務
局

会
議
・
事
務
業
務
は
７

回
。
行
事
企
画
、
機
関

紙
・
定
例
連
絡
等
送

付
、
署
名
の
集
約
等
。

大
原
五
郎
さ
ん
︵
90
歳
︶
逝
去

　
　
　
　
　
　

退
職
者
会
員
の
大

原
五
郎
さ
ん
が
亡
く
な
っ
た
と
ご

家
族
か
ら
連
絡
が
あ
り
ま
し
た
。

　

病
気
治
療
の
た
め
入
院
し
た
と

の
報
を
受
け
て
１
月
初
め
に
訪
問

し
た
時
は
元
気
な
様
子
で
し
た

が
、
残
念
な
が
ら
６
月
１
日
に
永

眠
さ
れ
た
と
の
こ
と
で
す
。
享
年

90
歳
で
し
た
。

　

温
和
な
人
柄
で
「
五
郎
さ
ん
」

訃
報

と
み
ん
な
に
慕
わ
れ
た
大
原
五
郎

さ
ん
は
、
本
所
支
部
（
現
墨
田
支

部
）
三
役
や
作
業
協
、
地
連
の
役

員
を
歴
任
。
主
に
職
場
活
動
を
通

じ
て
東
京
清
掃
の
礎
を
築
い
た
功

労
者
の
一
人
で
す
。

　

ま
た
も
東
京
清
掃
の
重
鎮
が
亡

く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
残
念

で
な
り
ま
せ
ん
。
謹
ん
で
故
人
の

ご
冥
福
を
祈
り
ま
す
。

学習会の案内
　2014 年６月に「医療・介護総合確
保法」が成立しました。この法改正が
私たちの暮らしにどのように影響する
のか、制度改善の取組みをどうするの
か、みんなで考えて
みたいと思います。
　学習会に仲間をさ
そって参加してくだ
さい。

※午後３時（学習会終了後）から
懇親会

　

８
月
８
日
、
都
労

連
に
対
応
す
る
退
職

者
組
織
で
、
事
実
上

東
京
地
公
退
の
役
割

て
生
活
で
き
る
社
会
保
障
制
度
の

拡
充
の
た
め
に
、
組
織
を
拡
大
し

声
を
上
げ
よ
う
」
と
訴
え
ま
し
た
。

　

議
事
は
、
平
岡
事
務
局
長
（
都

高
教
退
）
が
①
社
会
保
障
の
充
実
・

公
正
な
税
制
、
②
平
和
と
人
権
、

環
境
保
全
、
③
市
民
が
主
人
公
の

社
会
、
④
現
退
一
致
の
運
動
強
化

を
柱
と
す
る
活
動
方
針
を
提
起
、

会
計
予
算
案
も
あ
わ
せ
て
、
満
場

の
拍
手
で
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
後
は
、
花
輪
会
長
の
音
頭
で

「
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
」
を
三
唱
し
締

め
く
く
り
ま
し
た
。（
戸
張
）

都 退 協
定期総会

平
和
と
民
主
主
義
を
脅
か
す
安
倍
政

権
打
倒
�
組
織
と
活
動
強
化
を
確
認

を
負
っ
て
い
る
東
京
都
退
職
者
協

議
会
（
都
退
協
）
の
第
44
回
定
期

総
会
が
都
庁
で
開
催
さ
れ
、
代
議

員
と
し
て
戸
張
副
会
長
、
庄
司
事

務
局
長
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

主
催
者
を
代
表
し
、
花
輪
会
長

は
「
集
団
的
自
衛
権
の
行
使
容
認

や
辺
野
古
新
基
地
建
設
の
強
行
等
、

平
和
と
民
主
主
義
を
脅
か
し
て
い

る
安
倍
政
権
に
抵
抗
し
、
安
心
し

● 日　時　10月７日（火）
午後１時 30 分

● 場　所　清掃会館５階会議室
● テーマ　改正介護保険制度で

暮らしはどうなる？
● 講　師　中西　満 氏

（自治退事務局次長）



４

東京清掃労働組合退職者会機関紙　2014 年９月
　

敗
戦
か
ら
69
年
目
を
迎
え
ま
し

た
。
８
月
15
日
、
安
倍
政
権
が
戦

争
へ
の
不
安
を
増
幅
さ
せ
て
い
る

中
で
平
和
フ
ォ
ー
ラ
ム
主
催
の「
戦

争
犠
牲
者
追
悼
・
平
和
を
誓
う
集

会
」
が
千
鳥
ヶ
淵
の
国
立
戦
没
者

墓
苑
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
正
午
の

時
報
に
あ
わ
せ
て
黙
と
う
、
平
和

フ
ォ
ー
ラ
ム
、
民
主
党
、
社
会
民

主
党
、
立
憲
フ
ォ
ー
ラ
ム
、
戦
争

を
さ
せ
な
い
１
０
０
０
人
委
員
会
に

よ
る「
誓
い
の
言
葉
」が
述
べ
ら
れ
、

各
参
加
者
は
平
和
へ
の
願
い
を
胸

に
刻
み
、
献
花
し
ま
し
た
。

　

同
日
午
後
、
市
民
文
化
フ
ォ
ー

ラ
ム
主
催
の
８
・
15
集
会
が
、「
民

主
主
義
を
と
り
も
ど
す
」
を
テ
ー

マ
に
日
本
教
育
会
館
で
開
か
れ
ま

し
た
。
討
論
の
発
題
を
し
た
斉
藤

美
奈
子
さ
ん
（
文
芸
評
論
家
）
は
、

「
若
者
は
保
守
化
し
て
い
る
わ
け
で

は
な
い
。
表
現
で
き
て
い
な
い
だ

け
。
若
者
は
若
者
の
発
想
で
運
動

を
起
こ
し
て
い
け
る
」
と
指
摘
、

元
気
の
素
を
も
ら
い
ま
し
た
。

　

米
軍
普
天
間
飛
行
場
の
移
設
を
名

目
に
辺
野
古
沖
に
新
基
地
を
建
設
す

る
た
め
の
海
底
ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
強

行
に
抗
議
す
る
行
動
が
８
月
23
日
、

沖
縄
と
東
京
で
同
時
に
取
り
組
ま
れ

ま
し
た
。
午
後
２
時
、
首
相
官
邸
前

で
沖
縄
の
キ
ャ
ン
プ
シ
ュ
ワ
ブ
基
地

ゲ
ー
ト
前
の
様
子
を
伝
え
る
こ
と
か

ら
集
会
は
始
ま
り
、
各
方
面
の
方
が

次
々
と
抗
議
の
声
を
上
げ
ま
し
た
。

　

沖
縄
で
は
３
６
０
０
名
が
参
加
、
東

京
で
も
緊
急
集
会
に
も
関
わ
ら
ず

４
５
０
名
結
集
。
基
地
新
設
を
許
さ
な

い
闘
い
は
こ
れ
か
ら
が
正
念
場
で
す
。

　

人
事
院
は
８
月
７
日
、
官
民
格

差
に
基
づ
き
月
例
給
１
０
９
０
円
、

０
・
27
％
、
一
時
金
０
・
15
月
引

上
げ
（
年
間
4.1
月
）
を
勧
告
し
ま

し
た
。
一
方
、「
給
与
制
度
の
総
合

的
見
直
し
」
と
称
し
て
、
①
民
間

賃
金
水
準
が
低
い
県
を
基
準
に
平

均
２
％
賃
金
を
引
下
げ
、
地
域
手

当
の
最
高
水
準
（
東
京
23
区
）
を

18
％
か
ら
20
％
に
す
る
地
域
間
給

与
配
分
見
直
し
、
②
50
歳
台
後
半

層
の
賃
金
を
最
大
４
％
引
下
げ
、

他
年
代
の
勤
務
成
績
に
応
じ
た
昇

給
原
資
等
に
す
る
世
代
間
給
与
配

分
の
見
直
し
を
勧
告
し
ま
し
た
。

　
「
給
与
制
度
の
総
合
的
見
直
し
」

は
地
域
間
・
職
種
間
の
格
差
を
拡

大
す
る
賃
金
合
理
化
で
あ
り
、
地

方
公
務
員
へ
の
影
響
が
必
至
で
す
。

　

今
年
の
賃
金
確
定
闘
争
も
厳
し

く
な
り
そ
う
で
す
。
退
職
者
会
は

東
京
清
掃
を
断
固
応
援
し
ま
す
。

辺野古のボーリング調査強行を許
すな！ 沖縄に連帯して官邸前行動

10月20日
水辺クルーズ

11月は
さわやか信州

江戸・東京の歴史を訪ねる小さな船の旅

会費 3,000 円

敗戦６９年
平和への誓い

戦争犠牲者追悼・平和を誓う集会

信州の歴史と文化を
訪ねる２泊３日の旅

月
例
給
０
・
27
％
、
一
時
金
０
・
15

月
引
上
げ
、
賃
下
げ
と
地
域
格
差
拡

大
、
高
齢
職
員
賃
金
の
抑
制
を
勧
告

人事院

クルーズも旅行も参加申込みは

９月20日期限

　10 月 20 日のクルーズと 11 月の
親睦旅行参加を募集します。ご家族、
友人・知人を誘って参加ください。


